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iving
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笑は問い合わせ先です�

　

歳
に
な
っ
た
ら
「
国
民
年
金
」

20

　

成
人
式
を
お
迎
え
に
な
る
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

成
人
に
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
権
利

と
義
務
が
発
生
し
ま
す
が
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
も
大
切
な
義
務

の
一
つ
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

「
人
生　

年
時
代
」、
老
後
は
だ
れ

80

に
で
も
訪
れ
る
も
の
で
す
。

　

公
的
年
金
制
度
は
、
老
後
生
活
の

安
定
を
保
障
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

ケ
ガ
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

に
も
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く

れ
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　

だ
れ
に
で
も
必
ず
訪
れ
る
老
後
や

「
も
し
も
」
に
備
え
、
み
ん
な
で
費

用
を
出
し
合
っ
て
生
活
の
安
定
を
支

え
る
た
め
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
管

理
・
運
営
し
て
い
る
の
が
公
的
年
金

で
す
。

　
　

歳
は
国
民
年
金
の
出
発
点
で
す
。

20
加
入
手
続
き
は
、
国
民
年
金
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
学
生
に
は
納
付
の
特
例
が
あ
り
ま

す
。
手
続
き
に
は
、
印
鑑
お
よ
び
学

生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
が
必

要
で
す
。

源
泉
徴
収
票
が
交
付
さ
れ
ま
す

　

老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
、

通
算
老
齢
年
金
ま
た
は
特
例
老
齢
年

金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
一
月
末

ご
ろ
ま
で
に
、
源
泉
徴
収
票
が
社
会

保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
源
泉
徴
収
票
に
は
、
平
成　
13

年
中
に
あ
な
た
に
支
払
わ
れ
た
年
金

の
総
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
な
ど
に
使
用
し
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
遺
族
基
礎
年
金
や
障
害
基

礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

◯問
 

市
民
課
国
民
年
金
係

　

�
２
２－

１
３
１
２

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請

　

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
は
、
平

成　

年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
を
、

14
１
月　

日
ま
で
に
提
出
さ
れ
る
農
業

10

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

書
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
ま
す
。

■
選
挙
権
を
有
す
る
方

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
満　
20

歳
（
昭
和　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生

57

ま
れ
た
方
）
以
上
の
方
で
次
の
要
件

を
備
え
る
方

①　

㌃
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の

10
業
務
を
営
む
方

②
そ
の
方
の
同
居
の
親
族
（
６
親
等

内
の
血
族
ま
た
は
３
親
等
内
の
姻

族
）
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
あ
っ
て
、

年
間
に
お
お
む
ね　

日
以
上
耕
作
に

60

従
事
す
る
方

③　

㌃
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の

10
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
ま
た
は
社
員
で
、
年
間
に
お
お
む

ね　

日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
方

60

　

登
載
申
請
書
の
提
出
の
な
い
場
合

は
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
投
票
や

リ
コ
ー
ル
請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

　

登
載
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
協

力
員
（
自
治
会
長
な
ど
）
が　

月
下

12

旬
に
配
付
し
１
月
上
旬
に
回
収
さ
れ

ま
す
。

　

１
月
上
旬
ま
で
に
申
請
書
が
届
か

な
か
っ
た
り
、
不
明
の
点
は
農
業
委

員
会
事
務
局
（
�
２
２－

１
２
５
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

●
縦
覧
期
間
（　

日
間
）

15

　

２
月　

日
〜
３
月
９
日

23

●
縦
覧
場
所
（
市
役
所
１
階
）

　

白
石
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

自
動
車
事
故

被
害
者
救
済
制
度

重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
支
給

　

平
成　

年
７
月
よ
り
介
護
料
支
給

13

制
度
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
、
手
続
き

の
簡
素
化
と
と
も
に
、
今
ま
で
対
象

に
な
ら
な
か
っ
た
随
時
の
介
護
を
必

要
と
す
る
方
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

●
対
象
者　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、

脳
や
脊
髄
を
損
傷
し
、
自
賠
責
保
険

後
遺
障
害
認
定
等
級
が
次
に
該
当
す

る
方
。

・
常
時
介
護
の
方

（
１
級
３
号
ま
た
は
４
号
）

・
随
時
介
護
の
方

（
２
級
３
号
ま
た
は
４
号
）

●
支
給
額　

障
害
の
程
度
に
よ
り
月

額
２
９
、
２
９
０
円
か
ら
１
３
６
、

８
８
０
円
の
範
囲
内
で
支
給
し
ま
す
。

※
自
動
車
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
ご
家
族
を
救
済
す
る
「
交
通
遺
児

等
育
成
資
金
」
も
あ
り
ま
す
。

◯問
 

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

　

仙
台
主
管
支
所

　

�
０
２
２－

２
６
２－

６
７
９
０

標準小作料の改訂について
　農地の賃貸借による契約小作料の

額を定めるにあたって、目安となる標

準額を農業委員会で設定しています。

　次の標準額は、平成14年から適用

となります。

◯問 農業委員会事務局　�22-1256

備　　考

（10a当た

りの収量）

小 作 料 の

標　準　額

　　　　（円）

農地区分

480�20,000上
田 の 部

（10a　  

当たり）

450�17,000中

420�14,000下

10,000上
畑 の 部

（10a　  

当たり）

8,000中

5,000下
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◎
雇
用
調
整
助
成
金 

　

業
種
を
問
わ
ず
、
経
済
上
の
理
由

に
よ
り
、
急
激
な
事
業
活
動
の
縮
小

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
主
の
方
が

助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

 
◎
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金 

（　

月
１
日
以
降
の
雇
い
入
れ
）

10
○
特
定
就
職
困
難
者
雇
用
開
発
助
成

　

金
‥
‥　

歳
以
上
の
方
、
障
害
者

60

の
方
、
母
子
家
庭
の
母
な
ど
の
就
職

が
困
難
な
失
業
者
を
、
公
共
職
業
安

定
所
ま
た
は
届
け
出
を
し
た
職
業
紹

介
事
業
者
の
紹
介
に
よ
り
雇
い
入
れ

た
事
業
主
の
方
に
助
成
さ
れ
ま
す
。

○
緊
急
再
就
職
支
援
者
雇
用
開
発
助

　

成
金
‥
‥
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
期
間
ま
た
は
定
め
る
地
域
に
お
い

て
、
再
就
職
援
助
計
画
の
対
象
労
働

者
と
な
っ
た　

歳
以
上　

歳
未
満
の

45

60

方
を
雇
い
入
れ
た
事
業
主
の
方
へ
助

成
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
の
助
成
金
に
つ
い
て
も

改
正
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は

宮
城
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対
策

課
（
�
０
２
２－

２
９
９－

８
０
６

２
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
城
労
働
局
か
ら
‥
‥
各
種
助
成
金
制
度
が

　

月
１
日
か
ら
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た

10住
宅
ロ
ー
ン
返
済
で

お
困
り
の
方
へ

　

住
宅
金
融
公
庫
の
住
宅
ロ
ー
ン
を

ご
返
済
中
で
、
最
近
の
不
況
に
伴
う

失
業
や
収
入
の
減
少
な
ど
で
返
済
に

お
困
り
の
方
に
対
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
返
済
方
法
の
変
更
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

①
返
済
期
間
の
延
長
（
最
長　

年
）

10

②
元
金
据
え
置
き
期
間
の
設
定

（
最
長
３
年
）

③
元
金
据
え
置
き
期
間
中
の
金
利
引

き
下
げ

※
取
扱
期
間
は
今
年
３
月
末
ま
で
。

◯問
 

住
宅
金
融
公
庫
東
北
支
店

　

�
０
２
２－

２
２
７－

５
０
０
３

　

ま
た
は
返
済
中
の
金
融
機
関

利
用
し
や
す
く
な
っ
た「
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
」－

介
護
保
険
か
ら－

　

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
、
間

も
な
く
２
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
間
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
り
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
な
ど
、
介
護
保
険
制
度
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
た
め
に
は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
な

ど
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
状
態

か
ど
う
か
の
認
定
（
要
介
護
認
定
）

を
受
け
る
た
め
の
申
請
が
必
要
で
す
。

平
成　

年　

月
末
現
在
、
千
六
十
五

13

11

名
の
方
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

要
介
護
認
定
で
は
、
寝
た
き
り
や
痴

呆
な
ど
介
護
が
必
要
な
状
態
か
ど
う

か
だ
け
で
な
く
、
介
護
の
手
の
か
か

り
具
合
（
要
介
護
度
）
も
判
定
し
ま

す
。
要
介
護
度
に
よ
り
、
居
宅
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
上
限
額
（
支
給

限
度
額
）
が
異
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、
訪

問
通
所
サ
ー
ビ
ス
と
短
期
入
所
サ
ー

ビ
ス
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
の
２
つ

の
区
分
に
分
か
れ
て
お
り
、
短
期
入

所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

１
カ
月
の
支
給
限
度
額
と
は
別
に
、

基
本
的
に
６
カ
月
ご
と
に
利
用
で
き

る
日
数
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年
１
月
か
ら
は
、
こ
の
区

14

分
が
１
つ
と
な
り
、
短
期
入
所
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

  
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る

  
居
宅
サ
ー
ビ
ス

・
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

・
訪
問
入
浴
介
護

・
訪
問
看
護

・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

・
居
宅
療
養
管
理
指
導

・
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

（
デ
イ
ケ
ア
）

・
福
祉
用
具
貸
与

・
短
期
入
所
療
養
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

・
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

・
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

・
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護

・
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給

・
住
宅
改
修
費
の
支
給

・
居
宅
介
護
支
援
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
）

�
吹
上
荘
で
の
通
所
介
護

　
　
　

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

◯問
 

保
険
課
介
護
保
険
係

　

�
２
２－

１
３
６
１

○これまでの利用のしかた
（短期入所サービスは、基本的に６カ月ごとに利用
日数が決められていました。）

短期入所サービ
ス利用限度日数

訪問通所サービ
ス支給限度額　

要介護度

7日／６カ月61,500円／月要 支 援

14日／６カ月165,800円／月要介護度１

14日／６カ月194,800円／月要介護度２

21日／６カ月267,500円／月要介護度３

21日／６カ月306,000円／月要介護度４

42日／６カ月358,300円／月要介護度５

○１月からの利用のしかた
（１カ月の支給限度額の範囲内で、ほかのサービス
と組み合わせて利用できます。）

居宅サービスの支給限度額／月
要介護度 （  ）内は短期入所サービスのみを

利用した場合の利用可能日数

61,500円　（６日）要 支 援

165,800円　（16日）要介護度１

194,800円　（18日）要介護度２

267,500円　（24日）要介護度３

306,000円　（27日）要介護度４

358,300円　（30日）要介護度５

�

宮城県の最低賃金
効力発生の日時間額日額地域別最低賃金

平成13年10月1日617円4,932円宮城県最低賃金

効力発生の日時間額日額産業別最低賃金

平成13年12月20日722円5,769円鉄　鋼　業

平成13年12月15日694円5,552円電気機械器具製造業

平成13年12月20日701円5,603円自動車小売業

宮城労働局・各労働基準監督署


